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マ」以前のものは12本（内訳は、1980年代 4 本、1990年代 4 本、2000年代 4 本、小学




























































1 . 3 　「フクシマ」後の予備授業の分析






















































































































































































































□第 1回(4月 12日) 学習履歴調査、大飯原発再稼働問題について→【意見表明】
□第 2回(4月 19日) 政治的判断力を持つということ：大飯原発再稼働に、あなたは賛成、反対？
＜学習内容＞①再稼働について【全体討論(白熱教室）】。②「原発が止まると夏に電力が不足する」
の経産大臣の主張は本当か？→火力発電所などの施設を 7割程度動かせは電力は足りる。


























































2012年 認めるべき 認められない どちらともいえない
1回目（ 4月12日提出） 29人（20％） 65人（44％） 53人（36％）




























































2012年 増やす 現状維持 減らす やめる
4月26日提出 0 13人（10％） 57人（42％）  67人（49％）
5月24日提出 1人（ 1％） 7人（ 5％） 51人（40％）  70人（54％）






























































































































 1） 吉池俊子 「原発を授業でどう扱ったか」 『歴史地理教育』 No.331　1982年
 2） 滝沢民夫 「原発問題を扱って」 『歴史地理教育』 No.409　1987年
 3） 塚本登 「原子力発電問題を考える」 『歴史地理教育』 No.621　2001年
 4） 辻健司「中学校社会科で原発問題をどう教えたか」『歴史地理教育』No.792　2012年


































14） 伊藤久雄 「原発依存の地域社会」 石橋克彦 『原発を終わらせる』 岩波書店　2011年
15） NHK 「核・平和」 プロジェクト 『サダコ 「原爆の子の像」 の物語』NHK出版　2000
年　より作成










22） 小笠原卓哉 「核廃絶　問われる日本の役割」 「NHKスペシャル」 取材班 『“核”
を求めた日本』 光文社　2012年　より資料化して教材としたもの。
